
令和５年度 第４回 気田小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時 令和６年２月１６日（金）１４時２５分から１５時５０分まで 

２ 開催場所 気田小学校 会議室 

３ 出席委員 森下 薫、正久 幸廣（15 時途中退席）、山下 晃二、山下 太一郎、福島 亜弥、

清水 恭子、岩本 祐美子 

４ 欠席委員 児玉 和三 

５ オブザーバー 米倉 理恵（気田幼稚園長） 

６ 学 校 堀部 憲一（校長）、野嶋 孝弘（教頭）、森下 裕子（CS ディレクター） 

７ 教育委員会 堀田 洋一（教育総務課） 

８ 傍 聴 者 なし 

９ 協議事項 

（１）学校評価の結果について 

（２）次年度の学校経営方針・教育活動等について 

（３）学校運営協議会の１年間の取組について 

１０ 会議録作成者 森下 裕子（CS ディレクター） 

１１ 会議記録 

  司会の野嶋孝弘から、委員総数８人中７人の出席があり、会議が成立している旨の報告があ

った。 

司会から、会長の選出について意見を求めたところ、山下太委員から会長を推挙する旨の発

言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

議題に入る前に司会より、１５０周年記念 DVD の配布と、「やらまいか加算分」の報告があっ

た。 

 

（１）学校評価の結果について 

  教頭より学校評価について別紙のとおり説明があり、委員より以下の発言があった。 

    【学校評価「⑱いのちの教育」について】 

教諭の個人の評価であるので、１００％と答えられないのはおかしいのではないか。もっ

と自信を持ってやってほしい。（正久委員） 

    →教員としてまだまだやる余地があるということではないか。自分では１００％やっても、

他教諭を見たり指導を受けたりして評価が下がった部分があるのではないか。（山下晃委員） 

    →指摘はごもっともであり、教諭への今後の指導の仕方も考えていきたい（校長） 

昨年度は、そうは思わないという回答があったが、今年度は「ゼロ」になっているので、指

導がうまくいったと感じた。（清水委員） 

    

【学校評価「⑯読書」について】 

テストにおいて読解力が必要なものが増えてきているように感じている。アンケートにお

いて本読みが少ない結果が出ているのが気になる。（福島委員） 

    →アンケートの質問において〇冊読めたかという聞き方が特に高学年においては一冊が厚く

なることもあり、アンケート結果を低くする要因となっている可能性がある。来年度は質問

内容を変えて実態把握していきたい。また、本校は読解力が弱い傾向にある。今後、音読をき

ちんとやるように指導方法を変えていく予定である。（校長） 



【学校評価「⑪体力の向上」について】 

高学年になるにつれて学校において委員の仕事や読書をしたいなどの理由から外で体を動

かす機会が少なくなると感じる。また、帰宅後も近くに友達がいないので、学校でできるだ

け遊ぶ機会があると嬉しい。（岩本委員） 

   →外遊びと本読みと特に高学年は両立が難しい。幼稚園の子も含めてサッカーをしている姿

も見られたので、学年を超えた交流等の機会を増やしていくことも検討していきたい。 

   ・最近の子供のゲームの位置づけはどうか。（森下委員） 

   →近くに遊ぶ友達がいなかったりすることもあり、ゲーム以外にやることがない。（清水委員） 

   →昔は近所に 30 人位子供がいて放課後に野球をしたりしたが、今ではそういう交流がない

（山下太委員） 

 

（２）次年度の学校経営方針・教育活動等について 

校長より別紙のとおりグランドデザインについての説明があった。来年度は学校経営方針を

変えたこと、合言葉を「できた、わかった、がんばった」としたこと、キャリア教育でも達成

感や成就感を感じさせる教育をしていく旨の説明があった。 

委員より質問はなく、賛成多数によりグランドデザインは承認された。 

 

（３）学校運営協議会の１年間の取組について 

  別紙の自己評価をもとに教頭より、来年度の協議会で重きを置いて活動する内容をいくつ

かに絞りたいとの提案があり、委員より以下の発言があった。 

  ・学習ボランティアはどんなことをするのか。専門知識は必要か。（森下委員） 

   →家庭科や図工は作業において子供たちが怪我をしないように声掛けや見守りが主である

（福島委員） 

   →音楽はパートごとに分かれて練習するときの指導がメインであるため、楽譜が読める方が

いい（岩本委員） 

  ・様々な活動に運営協議会の委員が可能な範囲で参加するということは可能だと思うか。（森下

委員） 

   →可能な範囲で参加いただいて、子供の様子を見ていただいて情報発信していければと思う

（教頭） 

   →稲刈りの藁から納豆をつくったりして、稲の色々な活用方法を教えるのはどうか。（山下

太委員） 

  様々な活動に委員も積極的に参加し、活動内容を知るとともに、今後の新たな活動案を考え

る機会とし、情報発信・情報収集をすることでまとまった。 

    

 その他連絡事項等 

司会から、来年度の会議の日程について報告があった。 

  第１回 令和６年 ４月２４日（水）１４：００～ 

第２回 令和６年 ７月１１日（木）１４：３０～ 

第３回 令和６年１０月１８日（金）１４：３０～ 

第４回 令和７年 ２月１４日（金）１４：３０～ 


